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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクジェット記録に用いるインクジェット用水性インク組成物であって、
　水、少なくとも１種の着色剤及び固体湿潤剤を少なくとも含み、
　前記着色剤は、食用合成色素、天然色素誘導体、天然系合成色素及び食用天然色素から
なる群より選ばれる少なくとも１種の可食性の染料であり、前記水に溶解した状態で存在
し、
　前記固体湿潤剤は、常温常圧下において単体で固体状であり、かつ、数平均分子量が１
０万以下の可食水溶性高分子化合物が、前記水に溶解した状態で存在するものであり、
　前記インクジェット用水性インク組成物中には、常温常圧下において単体で液体状であ
る液体湿潤剤が含まれないインクジェット用水性インク組成物。
【請求項２】
　前記可食水溶性高分子化合物が、ポリエチレングリコール、ポリビニルピロリドン、ア
ルギン酸塩類、ポリアクリル酸ナトリウム、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシ
プロピルメチルセルロース、メチルセルロース、ポリソルベート及びポリビニルピロリド
ンからなる群より選ばれる少なくとも１種の化合物である請求項１に記載のインクジェッ
ト用水性インク組成物。
【請求項３】
　前記ポリエチレングリコールが一般式ＯＨＣＨ２（ＣＨ２ＯＣＨ２）ｎＣＨ２ＯＨ（但
し、前記ｎは２０～５００の範囲の自然数である。）で表される化合物である請求項２に
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記載のインクジェット用水性インク組成物。
【請求項４】
　前記可食性の染料の含有量が、前記インクジェット用水性インク組成物の全質量に対し
０．２質量％～２０質量％の範囲内である請求項１～３何れか１項に記載のインクジェッ
ト用水性インク組成物。
【請求項５】
　インクジェット記録に用いるインクジェット用水性インク組成物であって、
　水、少なくとも１種の着色剤及び固体湿潤剤を少なくとも含み、
　前記着色剤は可食性の顔料であり、
　さらに、前記顔料を分散させる顔料分散剤を含み、
　前記固体湿潤剤は、常温常圧下において単体で固体状であり、かつ、数平均分子量が１
０万以下の可食水溶性高分子化合物が、前記水に溶解した状態で存在するものであり、
　前記インクジェット用水性インク組成物中には、常温常圧下において単体で液体状であ
る液体湿潤剤、及び溶媒としてのアルコールが含まれておらず、
　前記可食水溶性高分子化合物が、ポリビニルピロリドン、アルギン酸塩類、ポリアクリ
ル酸ナトリウム、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース
、メチルセルロース、ポリソルベート及びポリビニルピロリドンからなる群より選ばれる
少なくとも１種の化合物であるインクジェット用水性インク組成物。
【請求項６】
　前記インクジェット用水性インク組成物の粘度が２ｍＰａ・ｓ～６ｍＰａ・ｓの範囲内
である請求項１～５に記載のインクジェット用水性インク組成物。
【請求項７】
　可食性を有する請求項１～６の何れか１項に記載のインクジェット用水性インク組成物
。
【請求項８】
　インクジェット用水性インクの乾燥皮膜を表面に有する固体製剤であって、
　前記インクジェット用水性インクは、請求項１～７の何れか１項に記載のインクジェッ
ト用水性インク組成物を含むものであり、
　前記乾燥皮膜は、前記インクジェット用水性インク組成物に含まれていた着色剤と、当
該インクジェット用水性インク組成物に溶解して含まれていた前記固体湿潤剤とにより少
なくとも構成されている固体製剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はインクジェット用水性インク組成物及び固体製剤に関し、より詳細には、医薬
品や食品等の錠剤に対して、インクジェット方式で直接印刷することができ、乾燥性に優
れたインクジェット用水性インク組成物及び固体製剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット方式での錠剤用印刷装置、及び薬事法等の基準に適合した水性インク組
成物の登場により、これまで印刷が困難であった素錠やＯＤ（口腔内崩壊）錠にも印刷が
直接できるようになった。そのため、国内の医薬品メーカの生産現場には、インクジェッ
ト方式の錠剤用印刷装置が急速に普及した。このような状況の中、インクジェット印刷装
置を保有する医薬品メーカでは、素錠やＯＤ錠状だけでなくフィルムコート錠や糖衣錠等
にも、印字画質に優れるインクジェット方式での印刷装置により印刷したいというニーズ
が生じている。
【０００３】
　しかし、錠剤等の中でもフィルムコート錠や糖衣錠等は、水性インク組成物が浸透しに
くい固体製剤である。そのため、これらの固体製剤に水性インク組成物を用いてインクジ
ェット方式により直接印刷する場合、当該水性インク組成物を浸透させて乾燥させるのが
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困難なことから、水性インク組成物に含まれる水分及び湿潤剤については、これらを全て
揮発させて乾燥させる必要がある。
【０００４】
　しかし、これまで使用されてきたグリセリンやプロピレングリコール等の可食性多価ア
ルコール類等の湿潤剤は、水に比べて沸点が非常に高いため揮発が十分に進まない（下記
特許文献１及び特許文献２参照）。そのため、印刷画像の乾燥不良を引き起こすという課
題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－２３５７６５号公報
【特許文献２】特開２０１４－１５９５２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は前記問題点に鑑みなされたものであり、その目的は、医薬品や食品等の固体製
剤に対して、インクジェット方式で直接印刷することができ、乾燥性及び吐出安定性に優
れたインクジェット用水性インク組成物及び固体製剤を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本願発明者等は、前記問題点を解決すべく、インクジェット用水性インク組成物及び固
体製剤について検討した。その結果、下記構成を採用することにより前記の問題点を解決
できることを見出して、本発明を完成させるに至った。
【０００８】
　即ち、本発明に係るインクジェット用水性インク組成物は、前記の課題を解決する為に
、インクジェット記録に用いるインクジェット用水性インク組成物であって、水、少なく
とも１種の着色剤及び固体湿潤剤を少なくとも含み、前記固体湿潤剤は、常温常圧下にお
いて単体で固体状であり、かつ、数平均分子量が１０万以下の可食水溶性高分子化合物が
、前記水に溶解した状態で存在するものであり、前記インクジェット用水性インク組成物
中には、常温常圧下において単体で液体状である液体湿潤剤が含まれないことを特徴とす
る。
【０００９】
　本発明のインクジェット用水性インク組成物（以下、「水性インク組成物」という場合
がある。）中には、常温常圧下において単体で固体状である可食水溶性高分子化合物が、
固体湿潤剤として溶解した状態で存在している。そのため、例えば、本発明の水性インク
組成物を、錠剤等の固体製剤の表面にインクジェット方式により直接印刷した場合には、
印刷された塗膜において、水性インク組成物中の水分のみが揮発し、可食水溶性高分子化
合物は乾燥塗膜の一部となって残存する。すなわち、従来の液体湿潤剤の様に、水分と共
に揮発させて乾燥させる必要がない。また、本発明の水性インク組成物は、そのような従
来の液体湿潤剤を固体湿潤剤と併用もしないので、従来の水性インク組成物と比較して、
印刷画像の乾燥のためのエネルギーを不要とし、乾燥時間の短縮化が図れ、乾燥性に優れ
た水性インク組成物を提供することができる。尚、「液体湿潤剤」とは、常温常圧下にお
いて単体で液体の形態をとり、かつ沸点が水よりも高いため、水性インク組成物のヘッド
端面での蒸発を抑制する働きのある材料を意味する。
【００１０】
　さらに、本発明は、可食水溶性高分子化合物として数平均分子量が１０万以下のものを
用いる。これにより、水性インク組成物の粘度が過度に大きくなったり、粘性がニュート
ニアンな状態から大きく外れるのを防止し、水性インク組成物をインクジェットノズルか
ら安定して吐出させることができ、飛翔性の低下を抑制することができる。
【００１１】
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　ここで、前記可食水溶性高分子化合物における「可食」とは、医薬品若しくは医薬品添
加物として経口投与が認められている物質、及び／又は食品若しくは食品添加物として認
められている物質のみからなることを意味する。従って、本発明のインクジェット用水性
インク組成物は、医薬品や食品等の錠剤等に対して直接印刷することを可能にしている。
また、「水溶性」とは、常温常圧下において、水１００ｇに対し１ｇ以上溶解することを
目安とする。
【００１２】
　また、前記「インクジェット記録」とは、インクジェット用水性インク組成物を微細な
インクジェットヘッドより液滴として吐出して、その液滴を記録媒体に定着させ、画像形
成させる方式を意味し、記録媒体は紙等に限定されるものではなく、医薬品や食品等の固
体製剤も含むものである。前記「常温」とは５℃～３５℃の温度範囲にあることを意味す
る。前記「常圧」とは、大気の標準状態近傍における圧力（標準大気圧）のことを意味し
、大気の標準状態とは、約２５℃近傍の温度、絶対圧で１０１ｋＰａ近傍の大気圧条件の
ことを意味する。また、「常圧」には、標準大気圧に対し僅かに陽圧又は陰圧の場合も含
み得る。
【００１３】
　前記の構成に於いては、前記可食水溶性高分子化合物が、ポリエチレングリコール、ポ
リビニルピロリドン、アルギン酸塩類、ポリアクリル酸ナトリウム、ヒドロキシプロピル
セルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、メチルセルロース、ポリソルベート
及びポリビニルピロリドンからなる群より選ばれる少なくとも１種の化合物であることが
好ましい。
【００１４】
　さらに前記構成に於いては、前記ポリエチレングリコールが一般式ＯＨＣＨ２（ＣＨ２

ＯＣＨ２）ｎＣＨ２ＯＨ（但し、前記ｎは２０～５００の範囲の自然数である。）で表さ
れる化合物であることが好ましい。
【００１５】
　また、前記構成に於いては、前記着色剤が食用合成色素、天然色素誘導体、天然系合成
色素及び食用天然色素からなる群より選ばれる少なくとも１種の可食性の染料であっても
よい。
【００１６】
　さらに前記構成に於いては、前記可食性の染料の含有量が、前記インクジェット用水性
インク組成物の全質量に対し０．２質量％～２０質量％の範囲内であることが好ましい。
【００１７】
　また、前記構成に於いては、前記着色剤が顔料であり、さらに、前記顔料を分散させる
顔料分散剤を任意に含んでもよい。
【００１８】
　前記インクジェット用水性インク組成物は、可食性を有することが好ましい。尚、「可
食性」とは、前記可食水溶性化合物における「可食」と同様の意味である。
【００１９】
　本発明に係る固体製剤は、前記の課題を解決するために、インクジェット用水性インク
の乾燥皮膜を表面に有する固体製剤であって、前記インクジェット用水性インクは、前記
インクジェット用水性インク組成物を含むものであり、前記乾燥皮膜は、前記インクジェ
ット用水性インク組成物に含まれていた着色剤と、当該インクジェット用水性インク組成
物に溶解して含まれていた前記固体湿潤剤とにより少なくとも構成されていることを特徴
とする。
【００２０】
　インクジェット用インクは前記水性インク組成物を含むものであり、当該水性インク組
成物中には、固体湿潤剤としての可食水溶性高分子化合物が溶解した状態で存在している
。ここで、インクジェット方式の印刷により固体製剤の表面にインクジェット用インクが
付着して塗膜が形成されると、その後、塗膜中の水分が揮発して乾燥し、着色剤を含む乾
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燥皮膜からなる印刷画像を形成する。一方、固体湿潤剤については、本来、常温常圧下に
おいて単体で固体状の可食水溶性高分子化合物からなるものであるため、固体湿潤剤が水
分と共に揮発することはない。そのため、固体湿潤剤も、着色剤と共に、乾燥皮膜を構成
する組成の一つとして残存する。
【００２１】
　そして、固体湿潤剤としての可食水溶性高分子化合物を含む水性インク組成物は乾燥性
に優れているため、例えば、フィルムコート錠や糖衣錠など水性インクが実質的に内部に
浸透し難い固体製剤であっても、乾燥不良に起因したインク汚れの発生を低減することが
できる。すなわち、前記構成であると、乾燥不良に起因した印刷画像の汚れがなく、良好
な印刷画像が乾燥皮膜により形成された固体製剤を提供することができる。その結果、例
えば、製品情報等を固体製剤に直接表示することが可能になり、識別性を向上させ、調剤
ミスや誤飲防止を図ることが可能な固体製剤を提供することができる。尚、本発明の固体
製剤は、食品製剤及び医薬製剤を含む意味である。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明のインクジェット用水性インク組成物は、固体湿潤剤として、常温常圧下におい
て単体で固体状の可食水溶性高分子化合物を溶解した状態で含有するものである。従って
、例えば、本発明の水性インク組成物を用いて、錠剤等の固体製剤表面にインクジェット
方式で直接印刷した場合には、固体湿潤剤を揮発させることなく、水分のみを揮発させる
だけで、印刷画像を乾燥させることができる。これにより、本発明の水性インク組成物は
、液体湿潤剤を用いた従来の水性インク組成物と比較して、印刷画像の乾燥時間を短くす
ることができ、乾燥性に優れたものにできる。その結果、乾燥不良によるインク汚れが印
刷画像に発生するのを防止することができる。また、可食水溶性高分子化合物として、数
平均分子量が１０万以下のものを用いるので、水性インク組成物の粘度が過度に大きくな
ったり、粘性がニュートニアンな状態から大きく外れるのを防止し、飛翔性などの吐出安
定性に優れたものにできる。その結果、良好な印刷画像が得られる。さらに、可食水溶性
高分子化合物は薬事法等の基準に適合しているので、医薬品や食品等の固体製剤に対して
直接印刷することが可能である。その結果、固体製剤本体にも直接製品情報を表示するこ
とが可能になり、識別性を向上させ、調剤ミスや誤飲防止などを図ることができる。
【００２３】
　すなわち、本発明によれば、医薬品や食品等の固体製剤に対して、インクジェット方式
で直接印刷することが可能であり、乾燥性及び吐出安定性に優れたインクジェット用水性
インク組成物、及び当該インクジェット用水性インク組成物により印刷された固体製剤を
提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
（インクジェット用水性インク組成物）
　本実施の形態に係るインクジェット用水性インク組成物（以下、「水性インク組成物」
という。）について、以下に説明する。
　本実施の形態の水性インク組成物は、主溶媒としての水と、少なくとも１種の着色剤と
、固体湿潤剤とを含む水性インクである。また、本実施の形態の水性インク組成物は、液
体湿潤剤を含まない。本実施の形態の水性インク組成物は、薬事法で定める医薬品添加物
、日本薬局方又は食品添加物公定書の基準に適合した材料を用いることにより、可食性を
有するものにすることができ、かつ、インクジェット記録用として好適に用いられるもの
である。
【００２５】
　前記着色剤としては、例えば、可食性の染料が挙げられる。そのような染料としては特
に限定されず、例えば、食用合成色素（合成タール色素）、天然色素誘導体、天然系合成
色素、食用天然色素等が挙げられる。
【００２６】



(6) JP 6574065 B2 2019.9.11

10

20

30

40

50

　前記食用合成色素０としては、アゾ系染料、トリフェニルメタン系染料、キサンテン系
染料及びインジゴイド系染料からなる群より選ばれる少なくとも１種が挙げられる。さら
に、前記アゾ系染料としては特に限定されず、例えば、食用赤色２号、食用赤色１０２号
、食用赤色４０号、食用黄色４号、食用黄色５号等が挙げられる。前記トリフェニルメタ
ン系染料としては特に限定されず、例えば、食用青色１号、食用緑色３号等が挙げられる
。前記キサンテン系染料としては特に限定されず、例えば、食用赤色３号、食用赤色１０
４号、食用赤色１０５号、食用赤色１０６号等が挙げられる。前記インジゴイド系染料と
しては、食用青色２号が挙げられる。
【００２７】
　前記天然色素誘導体としては特に限定されず、例えば、銅クロロフィリンナトリウム等
が挙げられる。
【００２８】
　前記天然系合成色素としては特に限定されず、例えば、β－カロテン等が挙げられる。
【００２９】
　前記食用天然色素としては特に限定されず、例えば、アントシアニン系色素、カロチノ
イド系色素、キノン系色素、フラボノイド系色素、コチニール色素、銅クロロフィリンナ
トリウム、カカオ色素、カラメル色素等が挙げられる。
【００３０】
　前記に例示した染料は、適宜必要に応じて、単独で又は二種以上を混合して用いること
ができる。また、これらの染料は、薬事法で定める医薬品添加物、日本薬局方又は食品添
加物公定書の基準に適合したものである。
【００３１】
　前記染料の含有量は特に限定されないが、通常は、水性インク組成物の全質量に対し、
０．２質量％～２０質量％の範囲内であり、好ましくは１質量％～１０質量％である。染
料の含有量を０．２質量％以上にすることにより、多くの染料で印刷画像の濃度の濃度が
不十分となるのを防止することができる。その一方、染料の含有量を２０質量％以下にす
ることにより、インクジェットヘッドのノズルにおいて、染料成分が析出するのを防止す
ることができる。
【００３２】
　前記固体湿潤剤は可食水溶性高分子化合物からなり、当該可食水溶性高分子化合物は、
常温常圧下に於いて単独では固体状で存在するものである。また、可食水溶性高分子化合
物は水溶性を示すものであり、水性インク組成物中では溶解した状態で存在する。インク
ジェット方式により、水性インク組成物からなる液滴を被印刷物表面に付着させて印刷し
た場合、当該液滴が乾燥すると、可食水溶性高分子化合物は水分と共に揮発することなく
、着色剤と共に乾燥被膜を形成する。そのため、本実施の形態の水性インク組成物は乾燥
性に優れたものにできる。また、可食水溶性高分子化合物は吸湿性や保水性を有し、湿潤
剤として機能する。そのため、可食水溶性高分子化合物は、水性インク組成物に対し湿潤
性の機能を付与ないしは向上させる。これにより、本実施の形態の水性インク組成物にお
いては、例えば、インクジェットノズル先端において、水分が蒸発することにより乾燥し
て、目詰まりが発生するのを防止し、飛翔性等の吐出安定性に優れている。尚、前記「固
体状」には、可食水溶性高分子化合物の存在形態が、例えば、結晶状、粉末状、粒子状等
の形態で存在する場合を含む意味である。
【００３３】
　また、本実施の形態の水性インク組成物中には、常温常圧下において単体では液体状で
ある液体湿潤剤が含まれない。そのような液体湿潤剤が水性インク組成物中に含まれてい
ると、例えば、フィルムコート錠や糖衣錠等の様に、水性インク組成物が浸透しにくい固
体製剤に印刷した場合、水分と共に当該液体湿潤剤も揮発させて乾燥させることが必要に
なる。そのため、印刷された塗膜の乾燥時間を短縮することができず、水性インク組成物
の乾燥性が低下し、これにより印刷画像にインク汚れ等が発生する場合がある。尚、液体
湿潤剤としては、例えば、グリセリン、プロピレングリコール等が挙げられる。



(7) JP 6574065 B2 2019.9.11

10

20

30

40

50

【００３４】
　前記可食水溶性高分子化合物の数平均分子量は１０万以下であり、好ましくは２０００
～８０００、より好ましくは３０００～５００００である。前記可食水溶性高分子化合物
の数平均分子量を１０万以下にすることにより、水性インク組成物の粘度が過度に増大し
たり、粘性がニュートニアンな状態から大きく外れ、当該水性インク組成物の液滴の飛翔
性が低下するのを防止することができる。尚、可食水溶性高分子化合物の数平均分子量を
２０００以上にすることにより、可食水溶性高分子化合物の種類によっては、常温・常圧
下において単体で液体状又はペースト状となるのを防止することができる。また、常温常
圧下において単独では固体の形態をとる場合でも、印刷後の乾燥塗膜の硬さが、乾燥条件
等によって不十分となるのを防止することができる。
【００３５】
　尚、数平均分子量は、ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）によるポリ
スチレン換算により求めることができる。例えば、島津製作所製ＬＣ－６Ａを用いた測定
では、分離カラムＰｏｌｙｍｅｒ  Ｌａｂｏｒａｔｒｉｅｓ社製ＰＬゲル５μｍＭＩＸＥ
ＤーＣ：溶媒、ジメチルフォルムアミド（０．０１ｍｏｌＬｉＢｒ添加）：カラム流量１
．０ｍｌ／ｍｉｎ：カラム温度５０℃：サンプル濃度０．２％（Ｗ／Ｖ）の条件下で、Ｒ
Ｉ検出器を用いて測定することができる。
【００３６】
　前記可食水溶性高分子化合物としては薬事法で定める医薬品添加物、日本薬局方又は食
品添加物公定書の基準に適合するものであることが好ましく、具体的には、例えばポリエ
チレングリコール、ポリビニルピロリドン、アルギン酸ナトリウム等のアルギン酸塩類、
ポリアクリル酸ナトリウム、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチル
セルロース、メチルセルロース、ポリソルベート、ポリビニルピロリドン等が挙げられる
。これらの可食水溶性高分子化合物のうち、本実施の形態においては、ポリエチレングリ
コール、ポリビニルピロリドンが好ましい。
【００３７】
　前記ポリエチレングリコールは一般式ＯＨＣＨ２（ＣＨ２ＯＣＨ２）ｎＣＨ２ＯＨ（前
記ｎは自然数である。）で表され、本実施の形態において前記ｎは２０～５００の範囲内
であることが好ましく、３０～２２０の範囲内であることがより好ましく、５９～８４の
範囲内であることが特に好ましい。また前記ポリエチレングリコールとしては市販品を用
いることが可能であり、そのような市販品としては、例えば、マクロゴール（登録商標）
４０００（商品名、三洋化成工業株式会社製、数平均分子量約３０００）等が挙げられる
。
【００３８】
　前記ポリビニルピロリドンはＮ－ビニルピロリドンをビニル重合させた水溶性の高分子
化合物であり、例えば、Ｎ－ビニル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－４－ピペリドン等の
ビニルピロリドンの単独重合体（ホモポリマー）や、これらの共重合体が挙げられる。
【００３９】
　また前記ポリビニルピロリドンとしては市販品を用いることが可能であり、そのような
市販品としては、例えば、ポリビニルピロリドンＫ１２（商品名、ＢＡＳＦジャパン(株)
製、数平均分子量約４０００）、ポリビニルピロリドンＫ１７（商品名、ＢＡＳＦジャパ
ン(株)製、数平均分子量約１００００）、ポリビニルピロリドンＫ３０（商品名、ＢＡＳ
Ｆジャパン(株)製、数平均分子量約４００００）等が挙げられる。
【００４０】
　本実施の形態の可食水溶性高分子化合物は、前記に例示した化合物を一種単独で、又は
複数種を併用することができる。
【００４１】
　固体湿潤剤の添加量は、使用目的等に応じて、水性インク組成物の粘度が後述の数値範
囲内となる様に設定されるのが好ましい。特に、固体湿潤剤の添加量の上限値は、水性イ
ンク組成物の粘度が過度に大きくなり過ぎない様に設定するのが好ましい。一方、固体湿
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潤剤の添加量の下限値については、水性インク組成物の粘度が適性となる範囲内であって
、インクジェットヘッドのノズル近傍での目詰まりを防止し、吐出性能の一層の向上が図
れる様な値以上であることが好ましい。
【００４２】
　また、本実施の形態の水性インク組成物には、表面張力調整剤が含有されていてもよい
。当該表面張力調整剤は、薬事法等の基準に適合するものであれば特に限定されず、例え
ば、カプリル酸デカグリセリル、ラウリン酸ヘキサグリセリンエステル、オレイン酸ヘキ
サグリセリンエステル、縮合リノレン酸テトラグリセリンエステル、脂肪酸エステルヤシ
パーム、ＨＬＢが１５以下のラウリン酸デカグリセリル、ＨＬＢが１３未満のオレイン酸
デカグリセリル等が挙げられる。これらは一種単独で、又は二種以上を混合して用いても
よい。
【００４３】
　前記カプリル酸デカグリセリルとしては、市販品を用いることが可能であり、そのよう
な市販品としては、例えば、リョートー（登録商標）ポリグリエステル　ＣＥ１９Ｄ（商
品名、三菱化学フーズ(株)製、ＨＬＢ値１５）、ＳＹグリスターＭＣＡ７５０（商品名、
阪本薬品工業(株)製、ＨＬＢ値１６）等が挙げられる。
　尚、前記ＨＬＢの値は、グリフィン法によるＨＬＢ値であり、下記式によって得られる
値を意味する。
　ＨＬＢ値＝２０×（親水基の式量の和／分子量）
ＨＬＢ値は０～２０の範囲内の値となり、ＨＬＢ値が大きいほど親水性が強くなり、ＨＬ
Ｂ値が小さいほど疎水性が強くなる。
【００４４】
　前記ラウリン酸デカグリセリルとしては、ＨＬＢが１５以下のものを用いることができ
る。ＨＬＢが１５を超えるラウリン酸デカグリセリルであると、インクジェットヘッドの
ノズルの目詰まりに起因してかすれ等が発生するなど、吐出安定性が低下する。ＨＬＢの
下限は、水溶媒に対する溶解度の観点からは、１０以上であることが好ましい。また、Ｈ
ＬＢが１５以下のラウリン酸デカグリセリルとしては、市販品を用いることが可能であり
、そのような市販品としては、例えば、ＮＩＫＫＯＬ（登録商標）　ＤＥＣＡＧＬＹＮ　
１－Ｌ（商品名、日光ケミカルズ(株)製、ＨＬＢ値１４．５）、ＳＹグリスターＭＬ－７
５０（商品名、阪本薬品工業(株)製、ＨＬＢ値１４．８）等が挙げられる。
【００４５】
　前記オレイン酸デカグリセリルとしては、ＨＬＢが１３未満のものを用いることができ
る。ＨＬＢが１３以上であると、インクジェットヘッドのノズルの目詰まりに起因してか
すれ等が発生するなど、吐出安定性が低下する。尚、ＨＬＢの下限は、水溶媒に対する溶
解度の観点からは、１０以上であることが好ましい。また、ＨＬＢが１３未満のオレイン
酸デカグリセリルとしては、市販品を用いることが可能であり、そのような市販品として
は、例えば、ＮＩＫＫＯＬ（登録商標）　ＤＥＣＡＧＬＹＮ　１－ＯＶ（商品名、日光ケ
ミカルズ(株)製、ＨＬＢ値１２）、ＳＹグリスターＭＯ－７Ｓ（商品名、阪本薬品工業(
株)製、ＨＬＢ値１２．９）等が挙げられる。
【００４６】
　前記ラウリン酸ヘキサグリセリンエステルとしては、市販品を用いることが可能であり
、そのような市販品としては、例えば、ＮＩＫＫＯＬ（登録商標）　ＨＥＸＡＧＬＹＮ　
１－Ｌ（商品名、日光ケミカルズ(株)製、ＨＬＢ値１４．５）、ＳＹグリスターＭＬ－５
００（商品名、阪本薬品工業(株)製、ＨＬＢ値１３．５）等が挙げられる。
【００４７】
　前記オレイン酸ヘキサグリセリンエステルとしては、市販品を用いることが可能であり
、そのような市販品としては、例えば、ＳＹグリスターＭＯ－５Ｓ（商品名、阪本薬品工
業(株)製、ＨＬＢ値１１．６）等が挙げられる。
【００４８】
　前記縮合リノレン酸テトラグリセリンエステルとしては、市販品を用いることが可能で
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あり、そのような市販品としては、例えば、ＳＹグリスターＣＲ－３１０（商品名、阪本
薬品工業(株)製）等が挙げられる。
【００４９】
　脂肪酸エステルヤシパームとしては、市販品を用いることが可能であり、そのような市
販品としては、例えば、チラバゾールＷ－０１（商品名、太陽化学(株)製）等が挙げられ
る。
【００５０】
　表面張力調整剤の含有量は、水性インク組成物の全質量に対し、０．５質量％～５質量
％の範囲内であることが好ましく、１質量％～３質量％の範囲内であることがより好まし
い。表面張力調整剤の含有量が０．５質量％以上であると、インクジェット方式で印刷を
行った場合に、インクジェットヘッドにおけるノズルでのメニスカス面形成不良等による
吐出不良を防止し、当該ノズルの目詰まりや印刷画像にかすれが発生するのを防止するこ
とができる。その結果、吐出安定性の向上が図れる。その一方、表面張力調整剤の含有量
が５質量％以下であると、表面張力調整剤の不溶分や乳化不良による吐出への悪影響を防
止することができる。
【００５１】
　また、本実施の形態の水性インク組成物においては、その他の添加剤が配合されていて
もよい。但し、医薬品等の固体製剤に対するインクジェット用インクとして用いる場合に
は、薬事法で定める医薬品添加物、日本薬局方又は食品添加物公定書の基準に適合するも
のであることが好ましい。前記添加剤としては、水溶性樹脂、有機アミン、界面活性剤、
ｐＨ調整剤、キレート化剤、防腐剤、粘度調整剤、消泡剤等が挙げられる。これらの添加
剤の含有量は特に限定されず、適宜必要に応じて設定することができる。
【００５２】
　本実施の形態の水性インク組成物に於いては、水（主溶媒としての水）を含有する。前
記水としては、イオン交換水、限外ろ過水、逆浸透水、蒸留水等の純水、又は超純水等の
イオン性不純物を除去したものを用いるのが好ましい。特に、紫外線照射等により滅菌処
理した水は、長期間にわたってカビやバクテリアの発生を防止することができるので好適
である。また、水の含有量としては特に限定されず、適宜必要に応じて設定することがで
きる。
【００５３】
　水性インク組成物の粘度は、インクジェットノズルからの吐出安定性を考慮すると、イ
ンクジェットノズル吐出時において、２ｍＰａ・ｓ～６ｍＰａ・ｓが好ましく、３ｍＰａ
・ｓ～５ｍＰａ・ｓがより好ましい。水性インク組成物の粘度を前記数値範囲内にするこ
とにより、インクジェットノズルでの目詰まりの発生を抑制して良好な吐出安定性の維持
が図れ、飛翔性の低下を抑制することができる。尚、水性インク組成物の粘度は、例えば
、粘度計（商品名：ＶＩＳＣＯＭＡＴＥ　ＭＯＤＥＬ　ＶＭ－１０Ａ、（株）セコニック
製）を用いて、測定温度２５℃の条件下で測定することにより得られる。
【００５４】
　本実施の形態の水性インク組成物は、前述の各成分を適宜な方法で混合することよって
製造することができる。混合方法及び添加順序は特に限定されない。混合後は、十分に撹
拌し、必要に応じて目詰まりの原因となる粗大粒子及び異物を除去するための濾過を行う
。これにより、本実施の形態に係る水性インク組成物を得ることができる。
【００５５】
　各材料の混合方法としては特に限定されず、例えば、ディスパー、メカニカルスターラ
ー、マグネチックスターラー等の撹拌装置を備えた容器に順次材料を添加して撹拌混合を
行うことができる。また、濾過方法としては特に限定されず、例えば、遠心濾過、フィル
ター濾過等を採用することができる。
【００５６】
　本実施の形態の水性インク組成物は、インク及び塗料に適用することができる。また、
本実施の形態の水性インク組成物は、インクジェット方式での印刷に用いた場合には、吐
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出安定性に優れているので、インクジェット用インクに好適に使用することができる。特
に、本実施の形態の水性インク組成物は、薬事法等で定められている医薬品添加物、日本
薬局方又は食品添加物公定書の基準に適合した着色剤及び固体湿潤剤等を用いているので
、可食性を有しており、医薬品又はサプリメント等の錠剤やカプセル剤からなる固体性剤
の表面に直接印刷することが可能である。また、素錠及びＯＤ錠など表面の平滑性が悪い
錠剤に対しても、インクジェット方式による非接触印刷を可能にする。
【００５７】
　（固体製剤）
　本実施の形態の固体製剤は、例えば錠剤又はカプセル剤からなり、また当該固体性剤の
表面には、前記水性インク組成物からなるインクジェット用水性インクを用いて、インク
ジェット記録方法により直接印刷された乾燥皮膜からなる印刷画像が形成されている。
【００５８】
　乾燥皮膜は、水性インク組成物中に含まれていた着色剤と、当該水性インク組成物中に
溶解して含まれていた固体湿潤剤とにより少なくとも構成されている。固体湿潤剤は、前
述の通り、常温常圧下において単独では固体状のものである。そのため、インクジェット
記録方法により固体製剤表面に印刷されたインクジェット用水性インクが、当該固体製剤
表面で乾燥した後においては、固体湿潤剤がインクジェット用水性インク中に含まれてい
た水分と共に揮発することがない。そのため、固体湿潤剤は、着色剤と共に固化し、固体
成分として乾燥皮膜の一部を構成している。
【００５９】
　また、固体製剤表面に印刷されたインクジェット用水性インクの乾燥は、水分のみを揮
発することで足りるので、乾燥時間を短くすることができ、乾燥性に優れている。その結
果、本実施の形態においては、従来のインクジェット用水性インクで印刷した固体製剤と
比較して、乾燥不良に起因するインク汚れを低減した固体製剤を提供することができる。
これにより、本実施の形態の固体製剤は、製品情報など使用者に対し識別性を向上させる
ための各種情報を印刷することが可能であり、調剤ミスや誤飲の防止が可能になる。
【００６０】
　前記錠剤は常温下において固体状であり、例えば、有効成分を含む錠剤材料を一定の形
状に圧縮及び／又は成形により製造されたものが好ましい。また、カプセル剤は、粉末状
、顆粒状、液状等の医薬品等を、ゼラチンやセルロース誘導体等からなるカプセルに充填
され、又はカプセル基剤で被包成形して製造されたものが好ましい。錠剤及びカプセル剤
の形状は特に限定されず、任意の形状を採用することができる。本実施の形態の水性イン
ク組成物は、従来のものと比較して乾燥性に優れているので、特に、フィルムコート錠や
糖衣錠など、水性インク組成物が浸透し難い錠剤やカプセル剤にも好適に適用可能である
。尚、錠剤は、医薬品用途の錠剤であってもよく、食品用途の錠剤であってもよい。食品
用途の錠剤の例としては、錠菓やサプリメント等の健康食品が挙げられる。
【００６１】
　固体製剤の表面にインクジェット用水性インクの乾燥皮膜を形成する方法は特に限定さ
れず、例えば、インクジェット記録方法により形成可能である。具体的には、例えば、微
細なノズルより、水性インク組成物を含むインクジェット用水性インクを液滴として吐出
し、その液滴を固体製剤表面に付着させることにより行うことができる。水性インク組成
物中には可食水溶性高分子化合物が固体湿潤剤として含まれているので、インクジェット
ノズルでの目詰まりの発生は抑制される。吐出方法として特に限定されず、例えば、連続
噴射型（荷電制御型、スプレー型等）、オンデマンド型（ピエゾ方式、サーマル方式、静
電吸引方式等）等の公知の方法を採用することができる。
【００６２】
　その後、固体製剤表面に付着した液滴を乾燥させる。本実施の形態のインクジェット用
水性インクは、常温常圧下において単独では固体状の可食水溶性高分子化合物を固体湿潤
剤として含有するものであるので、液滴の乾燥はインクジェット用水性インク中に含まれ
る水分のみを揮発させることで足りる。そのため、液滴の乾燥は、従来の液体湿潤剤を用
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いたインクジェット用水性インクと比較して短時間で終了する。これにより、固体製剤表
面には、着色剤と固体湿潤剤により少なくとも構成された乾燥皮膜からなる印刷画像が形
成される。
【００６３】
　（その他の事項）
　本実施の形態に於いては、着色剤として染料を用いる場合を例にして説明した。しかし
、本発明はこれに限定されず、例えば、顔料を用いることも可能である。この場合、必要
に応じて、顔料分散剤等の他の公知の添加剤を添加してもよい。
【００６４】
　前記顔料としては、例えば、カーボンブラックなど、インクジェット用水性インク組成
物に通常用いられているものを使用することができる。前記カーボンブラックとしては特
に限定されず、例えば、チャンネルブラック、ファーネスブラック、アセチレンブラック
、サーマルブラック等が挙げられる。また、本実施の形態のカーボンブラックとしては市
販品を用いることも可能であり、そのような市販品としては、例えば、＃９００、＃９７
０、＃１００、＃２２００、＃２３００、＃２３５０、＃２６００、ＭＡ－７、ＭＡ－８
、ＭＡ－１００、ＭＡ－１１、ＭＣＦ８８、＃４５Ｌ、＃５０、＃１０、＃３３、＃４０
、＃４０００、＃５２、ＣＦ９等（商品名、いずれも三菱化学株式会社製）、ニテロン、
ＨＴＣ（商品名、いずれも新日鉄住金化学社製）、旭＃５５、旭＃５１、旭＃５０Ｕ、旭
＃５０、旭＃３５、旭＃１５、アサヒサーマル（商品名、いずれも旭カーボン社製）、Ｒ
ａｖｅｎ７００、５７５０、５２５０、５０００、３５００、１２５５（商品名、いずれ
もコロンビア社製）、ＲＥＧＡＬ４００Ｒ、３３０Ｒ、６６０Ｒ、ＭｏｇｕｌＬ、Ｍｏｎ
ａｒｃｈ７００、８００、８８０、９００、１０００、１１００、１３００、Ｍｏｎａｒ
ｃｈ１４００（商品名、いずれもキャボット社製）、Ｃｏｌｏｒ Ｂｌａｃｋ ＦＷ１、Ｆ
Ｗ２、ＦＷ２Ｖ、ＦＷ１８、ＦＷ２００、Ｓ１５０、Ｓ１６０、Ｓ１７０（商品名、いず
れもデグッサ社製）、ＰＲＩＮＴＥＸ３５、Ｕ、Ｖ、１４０Ｕ、１４０Ｖ（商品名、いず
れもデグッサ社製）、Ｓｐｅｃｉａｌ Ｂｌａｃｋ６、５、４Ａ、４（商品名、いずれも
デグッサ社製）、ＴＯＫＡＢＬＡＣＫ ＃８５００、＃８３００、＃７５５０、＃７４０
０、＃７３５０、＃７２４０、＃７１００、＃７０５０、＃５５００、＃４５００、＃４
４００、＃４３００（商品名、いずれも東海カーボン社製）等を例示できる。これらの顔
料は適宜必要に応じて、単独で又は二種以上を混合して用いることができる。但し、本実
施の形態の顔料組成物を医薬品やサプリメント等の固体製剤表面への印刷用として用いる
場合、カーボンブラックは、薬事法で定める医薬添加物又は食品衛生法で定める食品添加
物であることが好ましい。
【００６５】
　また、前記顔料としては、例えば、酸化鉄を用いることもできる。前記酸化鉄としては
、例えば、黄酸化鉄、黄色三二酸化鉄、三二酸化鉄、ベンガラ、黒色酸化鉄等が挙げられ
る。さらに、前記顔料としては自己分散型顔料を用いてもよい。これらの顔料は適宜必要
に応じて、単独で又は二種以上を混合して用いることができる。但し、本実施の形態の顔
料組成物を医薬品やサプリメント等の錠剤表面への印刷用として用いる場合、酸化鉄は、
薬事法で定める医薬添加物、日本薬局方又は食品添加物公定書の基準に適合するものであ
ることが好ましい。
【００６６】
　前記顔料の含有量は画像濃度に直接影響するものであり、水性インク組成物の保存性や
粘度、ｐＨ、錠剤等に印刷する場合はその印刷濃度等に影響を及ぼすものであることから
、これらの点を考慮して適宜設定すればよい。通常は、顔料組成物の全質量に対し０．５
質量％～４０質量％の範囲が好ましく、１質量％～２５質量％の範囲内がより好ましい。
顔料の含有量を０．５質量％以上にすることにより、画像濃度の低下を抑制することがで
きる。その一方、顔料の含有量を４０質量％以下にすることにより、光沢性の低下やノズ
ルの目詰まり、吐出安定性の低下を防止することができる。
【００６７】
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　前記顔料分散剤としては、インクジェット用水性インク組成物に通常用いられるものを
使用することができる。具体的には、例えば、ノニオン系界面活性剤、アニオン系界面活
性剤等が挙げられる。前記ノニオン系界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチレン
硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンセチルエーテ
ル、ポリオキシエチレンオレイルエーテル、ポリオキシエチレンステアリルエーテル、ポ
リオキシエチレンベヘニルエーテル等のポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリソル
ベート、オレイン酸デカグリセリル等が挙げられる。前記アニオン系界面活性剤としては
、例えば、ポリアクリル酸ナトリウム等が挙げられる。これらは、単独で又は二種以上を
混合して用いることができる。また、顔料として自己分散型顔料を用いる場合には、顔料
分散剤の添加を省略してもよい。但し、本実施の形態の顔料組成物を医薬品や食品等の錠
剤表面への印刷用として用いる場合、薬事法で定める医薬添加物、日本薬局方又は食品添
加物公定書の基準に適合するものを用いるのが好ましい。
【００６８】
　顔料と顔料分散剤との含有比は、質量基準で１：０．２～１：４であることが好ましく
、１：０．５～１：１であることがより好ましい。前記含有比が１：０．２以上であると
、顔料の分散性の低下を防止することができる。その一方、前記含有比が１：４以下であ
ると、例えば、インクジェット用水性インク組成物に用いた場合に、ノズルプレートの付
着に起因する吐出安定性の低下を防止することができる。
【００６９】
　前記顔料組成物に於いては、顔料を分散させるための分散媒が含まれる。分散媒として
は水が挙げられ、より詳細には、イオン交換水、限外ろ過水、逆浸透水、蒸留水等の純水
、又は超純水等のイオン性不純物を除去したものが挙げられる。分散媒の含有量としては
特に限定されず、適宜必要に応じて設定することができる。
【００７０】
　また、前記分散媒としては、前記水と水溶性有機溶剤の混合溶液を用いてもよい。前記
水溶性有機溶剤としては特に限定されず、具体的には、例えば、メチルアルコール、エチ
ルアルコール、ｎ－ブチルアルコール、イソブチルアルコール、ｔｅｒｔ－ブチルアルコ
ール、ｎ－プロピルアルコール、イソプロピルアルコールなどのアルコール類；アセトン
、メチルエチルケトンなどのケトン類；テトラヒドロフランなどのエーテル類等が挙げら
れる。これらは一種単独で、又は二種以上を混合して用いてもよい。また、これらの水溶
性有機溶剤のうち、薬事法で定める医薬品添加物、日本薬局方又は食品添加物公定書の基
準に該当するものとして、エチルアルコール、ｎ－ブチルアルコール、イソブチルアルコ
ール、ｎ－プロピルアルコール、イソプロピルアルコール、アセトンが好ましい。さらに
、分散媒に水溶性有機溶剤を用いる場合の配合量としては特に限定されず、適宜必要に応
じて設定することができる。
【００７１】
　前記顔料組成物の含有量は、水性インク組成物の全質量に対し顔料分換算で０．５質量
％～２０質量％の範囲が好ましく、１質量％～１５質量％の範囲がより好ましい。顔料組
成物の含有量を０．５質量％以上にすることにより、着色力を向上させることができる。
その一方、顔料組成物の含有量を２０質量％以下にすることにより、分散性を向上させる
ことができる。
【実施例】
【００７２】
　以下に、この発明の好適な実施例を例示的に詳しく説明する。但し、下記の実施例に記
載されている材料や含有量等は、特に限定的な記載がない限りは、この発明の範囲をそれ
らのみに限定するものではない。
【００７３】
（実施例１）
　本実施例の水性インク組成物においては、染料として食用赤色１０２号、食用黄色５号
及び食用緑色３号、固体湿潤剤である可食水溶性高分子化合物としてポリエチレングリコ
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ール（マクロゴール（登録商標）４０００、三洋化成工業株式会社製、数平均分子量約３
０００）、並びに表面張力調整剤としてカプリル酸デカグリセリルを用いた。水性インク
組成物の調製については、下記表１に示す配合組成となる様に容器中に入れ、ディスパー
にて撹拌することにより行った。
【００７４】
　尚、下記表１中の数値は、特に記載がない限り全て質量％で表したものである。このこ
とは、後述するその他の表中の数値についても同様である。また、各材料は何れも薬事法
で定める医薬品添加物、日本薬局方又は食品添加物公定書の基準に適合するものである。
【００７５】
（比較例１～３）
　比較例１～３においては、湿潤剤として、下記表１に示すものに変更した。また、各組
成の配合量についても、それぞれ下記表１に示す値に変更した。それ以外は、前記実施例
１と同様にして、比較例１～３の水性インク組成物をそれぞれ作製した。
【００７６】
　作製後の水性インク組成物についてそれぞれ確認したところ、比較例１及び２の水性イ
ンク組成物については、各染料が当該水性インク組成物中に完全に溶解していたが、比較
例３の水性インク組成物については全ての染料を溶解させることはできず、不溶分が発生
した。そのため、比較例３の水性インク組成物については、後述の飛翔性の評価は行わな
かった。
【００７７】
【表１】

【００７８】
（実施例２）
　実施例２の水性インク組成物においては、染料として食用赤色１０２号、食用黄色４号
及び食用緑色３号、固体湿潤剤である可食水溶性高分子化合物としてポリビニルピロリド
ンＫ１２（ＢＡＳＦジャパン（株）製、数平均分子量約４０００）、並びに表面張力調整
剤としてカプリル酸デカグリセリルを用いた。水性インク組成物の調製については、下記
表２に示す配合組成となる様に容器中に入れ、ディスパーにて撹拌することにより行った
。尚、本実施例で用いた各材料は、何れも薬事法で定める医薬品添加物、日本薬局方又は
食品添加物公定書の基準に適合するものである。
【００７９】
（実施例３、４）
　実施例３及び４においては、固体湿潤剤としてそれぞれポリビニルピロリドンＫ１７（
ＢＡＳＦジャパン（株）製、数平均分子量約１万）と、ポリビニルピロリドンＫ３０（Ｂ
ＡＳＦジャパン（株）製、数平均分子量約４万）を用いた（下記表２参照）。また、各組
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成の配合量についても、インクジェット用の水性インク組成物として粘度をある程度適正
化するために、それぞれ下記表２に示す値に変更した。それ以外は、前記実施例２と同様
にして、実施例３及び４の水性インク組成物をそれぞれ作製した。
【００８０】
（比較例４、５）
　比較例４及び５においては、固体湿潤剤としてそれぞれポリビニルピロリドンＫ８０（
東京化成工業（株）製、数平均分子量約１６万）と、ポリビニルピロリドンＫ９０（ＢＡ
ＳＦジャパン（株）製、数平均分子量約３６万）を用いた（下記表２参照）。また、各組
成の配合量についても、それぞれ下記表２に示す値に変更した。それ以外は、前記実施例
２と同様にして、比較例４及び５の水性インク組成物をそれぞれ作製した。
【００８１】
【表２】

【００８２】
（実施例５）
　実施例５の水性インク組成物においては、着色剤としてカーボンブラックからなる顔料
、顔料分散剤としてポリオキシエチレンアルキルエーテル、固体湿潤剤である可食水溶性
高分子化合物としてポリエチレングリコール（マクロゴール（登録商標）４０００、三洋
化成工業株式会社製、数平均分子量約３０００）、及び表面張力調整剤としてカプリル酸
デカグリセリルを用いた。水性インク組成物の作製にあたっては、先ず顔料組成物を作製
した。顔料組成物の作製は、カーボンブラック、顔料分散剤及びイオン交換水を容器に混
合し、分散機（ペイントシェーカー、浅田鉄工株式会社製）にて常温で１６時間分散させ
ることにより行った。続いて、下記表３に示す配合組成となる様に、顔料組成物に、表面
張力調整剤、湿潤剤及びイオン交換水を添加した。これにより、実施例５の水性インク組
成物を作製した。尚、本実施例で用いた各材料は、何れも薬事法で定める医薬品添加物、
日本薬局方又は食品添加物公定書の基準に適合するものである。
【００８３】
（比較例６）
　比較例６においては、湿潤剤として、下記表３に示すものに変更した。また、各組成の
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配合量についても、それぞれ下記表３に示す値に変更した。それ以外は、前記実施例５と
同様にして、比較例６の水性インク組成物を作製した。
【００８４】
【表３】

【００８５】
（数平均分子量の測定）
　ポリエチレングリコール及びポリビニルピロリドンの数平均分子量は、ポリスチレンを
標準品として、ゲルパーミエーションクロマトグラフィーにより下記の条件で求めた値で
ある。
　測定装置：ＬＣ－６Ａ（株式会社島津製作所製）
　分離カラム：ＰＬゲル５μｍＭＩＸＥＤーＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ  Ｌａｂｏｒａｔｒｉｅ
ｓ社製）
　溶離液：ジメチルフォルムアミド（０．０１ｍｏｌＬｉＢｒ添加）
　カラム流量：１．０ｍｌ／ｍｉｎ
　検出器：ＲＩ検出器
　カラム温度：５０℃
　サンプル濃度：０．２％（Ｗ／Ｖ）
　分子量標準：標準ポリスチレン
【００８６】
（粘度の測定）
　実施例１～５、及び比較例１～６の水性インク組成物について、それぞれ粘度を測定し
た。粘度の測定には、粘度計（ＶＩＳＣＯＭＡＴＥ　ＭＯＤＥＬ　ＶＭ－１０Ａ、（株）
セコニック製）を用いて、測定温度２５℃の条件下で行った。結果を前記表１～表３に示
す。
【００８７】
（吐出安定性（飛翔性））
　記録媒体としてマット紙（商品名：スーパーファイン紙、エプソン（株）製）を用意し
、実施例１～４、比較例１、２、４、５の水性インク組成物をそれぞれ用いて印刷を行っ
た。印刷は、インクジェットプリンタ（ＫＣ　６００ｄｐｉヘッド搭載印字治具）を用い
て、シングルパス（ワンパス）方式にて行った。
【００８８】
　水性インク組成物の飛翔性の評価は、ヘッドから水性インク組成物を吐出させた後、イ
ンクジェットプリンタを停止させ、その後、再度印刷したときの印刷画像にノズル欠けが
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どれくらい増加したか、及び寝ぼけが観察されたか否かにより行った。尚、ノズル欠けと
は目詰まりが発生したノズルから水性インク組成物からなるインク滴が吐出されないこと
を意味する。寝ぼけとは、印刷の初期において、インクの不吐出が起こり、印刷画像の書
き出し部分が掠れて不鮮明となることを意味する。
【００８９】
　飛翔性の評価は、下記の基準を用いて行った。結果を前記表１及び表２に示す。
　○：寝ぼけ量が１ｃｍ未満かつノズル詰まり増加数が０本
　×：寝ぼけ量が２ｃｍ以上、又はノズル詰まり増加数が１０本以上
　△：飛翔性の評価が前記○及び×の何れにも該当しない場合
　尚、飛翔性の評価は、１５分のオープンタイム（最初にヘッドから水性インク組成物を
吐出させた後に停止し、その後、再度印刷させるまでの時間間隔）後の印字について行っ
た。また、寝ぼけ量とは、シングルパス印刷画像においてインク不吐出による書き出しの
掠れが解消されるまでの長さ（ｃｍ）を意味する。ノズル詰まり増加数とは、インクジェ
ットプリンタ停止中に、ヘッド端面でのインクの乾燥固着などにより、インク吐出が不可
能になったノズルの本数のことを意味する。
【００９０】
（乾燥性の評価）
　実施例１、５、及び比較例１、２、６の水性インク組成物を用いて、インクジェット記
録方法により、フィルムコート錠への印刷を行った。印刷は、インクジェットプリンタ（
ＫＣ　６００ｄｐｉヘッド搭載印字治具）を用いて、シングルパス（ワンパス）方式にて
行った。
【００９１】
　また、乾燥性（乾燥速度）の評価は、フィルムコート錠の印刷面への綿布での擦過試験
を行うことにより行った。より具体的には、フィルムコート錠の表面に、インクジェット
ヘッドから水性インク組成物を吐出し、５秒、１０秒、２０秒、３０秒、６０秒、９０秒
及び１２０秒間自然乾燥を行った。その後、それぞれの印刷面を綿布で擦り、未乾燥イン
クによる印字の掠れの有無を確認した。印字の掠れの確認は、電子ルーペを用いて擦過面
を写真撮影し、その写真を観察することにより行った。
【００９２】
　乾燥性の評価は、下記の基準を用いて行った。結果を下記表４に示す。
　○：印字に掠れが無い
　×：印字に掠れが有り
【００９３】
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【表４】

【００９４】
（結果）
　表１及び表２に示す通り、実施例１～４の水性インク組成物は何れも飛翔性が良好であ
り、吐出性能に優れていることが確認された。その一方、比較例３の水性インク組成物に
おいては、全ての染料を溶解させることができなかった。また、比較例４及び５の水性イ
ンク組成物においては、固体湿潤剤を用いたものの、数平均分子量が１０万を超えるもの
であったため、飛翔性に劣ることが確認された。
【００９５】
　また、表４に示す通り、固体湿潤剤を用いた実施例１及び５においては、水性インク組
成物が浸透しにくいフィルムコート錠に対し印刷したにも関わらず、印刷してから１０秒
経過後には、印字面の擦れがなくなり、当該水性インク組成物が乾燥していることが確認
された。これにより、実施例１及び５の水性インク組成物の乾燥性が優れていることが確
認された。その一方、液体湿潤剤を用いた比較例１、２及び６においては、印刷してから
３０秒ないしは６０秒経過しても、印字面に擦れが観察された。特に、比較例１について
は、固体湿潤剤と液体湿潤剤を併用したものであったが、乾燥性の大幅な改善は確認でき
なかった。
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